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研究成果の概要（和文）：本研究では注意が抑制された位置において物体認識プロセスのどの段階の処理が不全
になるかについて明らかにすることを目的とした。実験パラダイムの最適化のための基礎的な知見の蓄積，局所
的な特徴検出に及ぼす影響の評価，作業記憶への符号化に及ぼす影響の評価，現実場面に近い状況における評
価，知覚的分節による処理不全を考慮に入れた評価を行なった。実験の結果，非注意位置での見落としは知覚的
な干渉が生じる事態で起こりやすく，作業記憶の符号化など高次の処理からのフィードバックプロセスが不全に
なる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, I investigated which stage of the object recognition 
process was affected by attentional inhibition. I created the optimized experimental paradigm to 
assess the attentional inhibition, and evaluated the effects on local feature detection, encoding in
 working memory. Also, I examined the the effects in situations similar to real-life situations. The
 result suggested that the cost by attentional inhibition is more likely to occur in situations 
where perceptual interference occurs, and that feedback processes from higher-order processing, such
 as encoding in working memory, may be deficient.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 視覚的注意　注意の抑制　視覚探索　注意制御

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は注意が向いていない状態での物体認識プロセスの特性を定量的に評価した点である。これ
により視覚情報処理が注意による修飾を受けずにどのように行われるかを検討するための知見を蓄積することが
できた。社会的意義は，非注意位置でのパフォーマンスの低下がどのような方法で向上するかの検討につながる
可能性があり，最終的には利便性が高く操作エラーの少ないユーザーインターフェースの開発の一助となる点で
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

交通・医療場面での重大な事故の原因として，非注意による見落としが問題となってい

るが，その発生機序はいまだ解明されていない。この問題解決のためには，実験参加者の注

意状態を操作することで注意が極端に少ない位置を作りだす実験パラダイムの創出と，非

注意による見落としを定量的に評価する手法の創出が必要である。注意が極端に少ない位

置が生じる現象として視覚的印付けが知られている。この現象は，行動関連対象（以下ター

ゲット）に注意が向く確率を相対的に高めるために，非関連な対象（以下ディストラクタ）

への注意が抑制される現象として知られている。この実験パラダイムを用いて，非注意位置

での視覚信号の検出感度を定量的に評価する検討が行われてきたが，物体認識プロセスの

複数の段階におけるどの段階の処理が不全になるかは不明であった。 

 
２．研究の目的 

本研究では注意が抑制された位置において物体認識プロセスのどの段階の処理が不全に

なるかについて明らかにすることを目的とした。実験パラダイムの最適化，局所的な特徴検

出に及ぼす影響の評価，作業記憶への符号化に及ぼす影響の評価，現実場面に近い状況にお

ける評価を行った。これに加えて，時間的な出現タイミングの違いが引き起こすコストを考

慮に入れ，見落としの生起要件を様々な側面から検討した。 

 
３．研究の方法 
(1) 注意状態を操作することで注意が極端に少ない位置を作りだす実験パラダイムの最適

化にあたり，これまでの視覚的印付け現象の関連論文をレビューした。 

(2) 非注意による見落としが，局所的な特徴検出の不全により生起する可能性について検討

した。抑制位置と非抑制位置において視覚刺激を呈示し，その刺激の検出課題と識別課題を

行った。心的構えの操作のため，主課題としてターゲットの探索課題を行った。位置ごとの

ターゲットの出現頻度を操作し，低頻度（0%）の位置を抑制位置とし，それ以外を非抑制

位置として設定した。第二課題として線分の向き，大きさの識別課題，および様々な向きま

たは大きさの線分の検出課題を行った。参加者として，48 名の大学生が実験に参加した(実

験 1A〜1D まで各 12 名)。視覚探索課題における課題は，ターゲットの切れ目の位置を答え

ることであった。実験 1A から 1C ではプローブ線分の検出課題，実験 1D では，線分の向

きまたは大きさの識別判断が行われた。 

(3) 感覚情報が作業記憶に符合化されるプロセスにおいて，時間・空間的に近接して呈示さ

れた刺激により干渉を受けることが知られている（視覚的マスキング効果）。そこで，抑制

位置と非抑制位置における視覚的マスキング効果を測定することで，作業記憶への符号化

プロセスが不全になるかについて検討した。参加者として， 20 名の大学生が実験に参加し

た（分析対象は 19 名）。実験では，大文字のアルファベットの中から，ターゲットを探す課

題が行われた。プローブ刺激として黒色の数字が呈示された。2 つのセットサイズ(4 と 10)

と 2 つの先行呈示時間(150ms と 1000ms)が設定された。 

(4) 日常場面に近い刺激を用いて，ターゲットの選択が優先されるのかについて検討した。

具体的には，探索中に配置が固定されたまま Y 軸を中心に回転する刺激を用いて，三次元

空間上の位置に対して視覚的印付けが生起するかについて検討をした。参加者として，36 名

の大学生が実験に参加した。ターゲットは上下に凸部がない立方体または下のみに凸部が



ある立方体，ディストラクタは上下に凸部があった。Preview 条件では半数のディストラク

タが呈示され，1000ms 後に残り半数とターゲットが呈示された。Full 条件では全ての刺激，

Half 条件では後続刺激のみ呈示された。実験 2 では遮蔽関係を Preview 条件と揃えるため

Half 条件では半数の黒色の cube が呈示された。実験 3 では，背景も黒色とし，黒色の cube

が背景と同化するようにした。 

(5) 上記の実験に加えて，本研究を実施する中で新たに見出した知覚的な分節による干渉効

果（分割呈示コスト）についても検討した。実験 1 では，分割呈示条件と同時呈示条件にお

いて，2/3 の試行ではこれまでの研究と同じタイミングでターゲットが出現し（視覚探索試

行），残りの試行では 200ms 遅れてターゲット（オンセットシングルトンターゲット）が出

現した（シングルトン検出試行）。実験 2 では遅延時間，実験 3 では能動的に抑制する構え

を操作した。実験 4 と実験 5 では，生起要件として知覚的分節が重要であるとする仮説に

ついて検証した。各実験で 12 名の大学生，合計で 60 名が参加した。また，非注意によるコ

ストと分割呈示コストを独立に算出することで，非注意位置における物体検出成績を評価

した。15 名の大学生が実験に参加した。オンセットシングルトンターゲットの出現位置と

して，先行位置条件，後続位置条件，空白位置条件が設けられた。さらに，コロナ禍となり，

対面での実験が困難となったことから，オンライン実験環境を整備した上で，視覚的印付け

現象および分割呈示コストの頑健性について検証した。 

 

 

図 1. 刺激画面の例（左から(2),(3),(4)に対応） 

 

 

 

 

 

 

図 2. (5)の視覚探索課題とシングルトン検出課題の例 
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４．研究成果 

(1) 視覚的印付け現象の関連論文をレビューした。視覚的印付けがターゲットの探索の促進

（先見効果）に寄与する条件としては，視覚的印付け以外の要因の効果が小さいこと，視覚

的印付けが最適に生じることの２つを満たす必要があることが明らかになった。また，注意

の抑制状態は，光点の検出課題によって示された証拠に基づき主張されているが，光点の検

出の結果とターゲット（アルファベット）の探索の結果を結びつけるためには，注意の抑制

が視覚処理にどのように作用するのかについて解明する必要があることが明らかとなり，

その点に注目した研究が不足していることも改めて浮き彫りとなった。 

(2) 非注意による見落としが，局所的な特徴検出の不全により生起する可能性について検討

した。実験の結果，全ての実験で同時呈示条件に比べて分割呈示条件のターゲット探索時間

が短くなり，視覚的印付けによるターゲットの優先効果は示された。一方，プローブ刺激の

検出課題および識別課題では，抑制位置に呈示された条件と非抑制位置に呈示された条件

間で，検出および識別時間に違いはなかった。このことから，十分に刺激強度が高い（出現

時の変化量が大きい）視覚刺激の場合は，抑制位置であっても見落としが生起しない可能性

が示唆された。大きな視覚変化量があればオンセットへの注意の捕捉 (e.g., Yantis & Jonides, 

1984)が生じ，見落としが生じなかったと考えられる。また，抑制位置で見落としを回避で

きるかは周囲の探索刺激，背景，ポストキューなどによりプローブ刺激の視覚処理が干渉さ

れているかどうかによって決定される可能性も考えられる。 

(3) 抑制位置と非抑制位置における視覚的マスキング効果を測定することで，注意の抑制に

より作業記憶への符号化プロセスが不全になるかについて検討した。実験の結果，ターゲッ

トの識別成績は先行呈示時間(150ms, 1000ms)とセットサイズ(4,10)の交互作用が有意であり，

セットサイズ 10 の条件では，150ms に比べて 1000ms の先行呈示時間でのターゲットの識

別成績が向上した。この結果は，視覚的印付けによる優先効果が生起するために 400ms 以

上が必要であるという先行研究の結果(e.g., Watson & Humphreys, 1997)と一致する。プロー

ブ刺激の識別課題においては，先行呈示時間が 150ms の条件と 1000ms の条件のいずれにお

いても，抑制位置での成績が非抑制位置に比べて悪くなった。このことから，注意が向きに

くい位置では作業記憶への符号化プロセスが不全になることが示された。 

 

 

 

 

 

 

図 3 抑制位置および非抑制位置でのプローブ刺激の検出正答率（(2)と(3)に対応） 
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(4) 探索中に配置が固定されたまま回転する刺激を用いて，三次元空間上の位置に対して視

覚的印付けが生起するかについて検討をした。その結果，平面上に刺激が呈示される条件，

三次元空間上に刺激が呈示される条件のいずれにおいても Preview 条件の探索効率が，全て

の刺激を同時に呈示する Full 条件よりも良かった。以上の結果から，三次元空間上の位置

に対して視覚的印付けが生起することが明らかとなった。また，日常物体に近い線画刺激を

用いて，各刺激が重なり合い，遮蔽関係が生じるような密集した刺激場面においても抑制効

果が維持されることも明らかとなった。 

 
図 4. 先見効果の結果（(4)に対応） 

 

(5) 知覚的な分節による干渉効果（分割呈示コスト）についても検討した。実験の結果，分

割呈示条件においてターゲットの出現が後続刺激よりも遅れるとき，そのターゲットの探

索が同時呈示条件よりも遅延することが示された。実験 2 から実験 4 の結果，この効果が，

出現タイミングの違いに由来する知覚的な分節による干渉効果であることが明らかとなっ

た。さらに，この分割呈示コストとは独立に抑制位置における物体検出成績を評価した結果，

先行刺激位置（抑制位置）では分割呈示コストと非注意状態によるコストの２つが作用する

ことでより大きな見落としが生起する可能性が示された。さらに，オンライン実験環境によ

る視覚的印付け現象の生起，分割呈示コストの生起も確認し，効果の頑健性が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 刺激位置ごとのシングルトン検出課題の結果（(5)に対応） 

 

以上のように，本研究の結果，非注意位置での見落としは知覚的な干渉が生じる事態で

起こりやすく，作業記憶の符号化など高次の処理からのフィードバックプロセスが不全に

なる可能性が示唆された。本研究の学術的意義は注意が向いていない状態での物体認識プ

ロセスの特性を定量的に評価した点である。これにより視覚情報処理が注意による修飾を

受けずにどのように行われるかを検討するための知見を蓄積することができた。 
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